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ふ
れ
あ
い
の
祭
典 

「
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
２
０
２
０
」  

好
評
の
う
ち
に
終
わ
る 

第
一
部
講
演
会 

講
師 

和
合
亮
一
氏 

 

十
月
三
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
も
の 

の
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
に
て
「
予
定
通
り
実
施
で
き
た
の
は
嬉
し
い
こ 

と
で
一
重
に
皆
さ
ま
の
ご
助
力
あ
っ
て
の
こ
と
と
感
謝
で
す
。」

と
会
長
時
里
二
郎
の
挨
拶
が
始
ま
る
。
限
定
数
八
十
名
の
参
加
者

を
得
て
コ
ロ
ナ
対
策
も
万
全
を
期
し
マ
ス
ク
着
用
・
検
温
・
消
毒 

を
行
い
席
の
ジ
ス
タ
ン
ス
も
計
り
異
例
の
措
置
で
開
幕
で
き
た
。 

 

第
一
部
の
講
演
は
講
師
の
和
合
亮
一
氏
の
来
神
叶
わ
ず
、
ス
ク 

リ
ー
ン
で
福
島
か
ら
同
時
配
信
の
形
で
行
っ
た
が
直
に
対
面
し
て 

い
る
よ
う
な
臨
場
感
が
得
ら
れ
て
好
評
だ
っ
た
。
手
元
の
資
料
に 

従
っ
て
話
が
進
み
、
表
情
も
声
も
明
瞭
で
分
か
り
易
く
熱
の
こ
も 

っ
た
語
り
に
み
な
引
き
込
ま
れ
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
良
い
時
間
が 

流
れ
た
。
司
会
は
大
橋
愛
由
等
で
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、 

演
題
の
「
Ｑ
Ｑ
Ｑ
～
震
災
十
年
へ
絶
対
的
質
問
を
巡
っ
て
」
に
刺 

激
を
受
け
た
。 

 

第
二
部 

自
作
詩
朗
読
会 

 

第
二
部
は
自
作
詩
朗
読
会
で
ア
イ
ウ
エ
オ
順
に
十
五
名
の
朗
読 

が
順
調
に
進
み
、
特
に
九
十
一
歳
の
方
の
朗
読
に
会
場
が
沸
い
た
。 

司
会
は
大
西
隆
志
で
進
め
ら
れ
、
閉
会
挨
拶
は
副
会
長
神
田
さ
よ

で
締
め
く
く
っ
た
。
予
定
通
り
十
三
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

に
無
事
終
了
し
た
。 

       

 

＊
自
作
詩
朗
読
者 

 
 

李
沙
英
・
一
色
真
理
・
イ
チ
ゴ
ミ
ル
ク
・
小
田
凉
子
・
高
木
朝
雄 

岸
本
嘉
名
男
・
為
平
澪
・
中
尾
彰
秀
・
西
海
ゆ
う
子
・
野
口
幸
雄 

濱
本
律
子
・
福
田
知
子
・
藤
井
雅
人
・
山
本
真
弓 

 

＊
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り 

質
問
１ 

（
大
変
良
か
っ
た
・
良
か
っ
た
） 

合
わ
せ
て
１
０
０
％ 

質
問
２ 

そ
れ
は
な
ぜ
か
（
内
容
が
期
待
通
り
・
今
後
に
役
に
立
つ 

・
内
容
が
分
か
り
易
い
・
全
体
の
雰
囲
気
が
良
い
）
の
順
で
否
定
的

な
意
見
は
な
か
っ
た
。 

そ
の
他
の
感
想 

リ
モ
ー
ト
で
心
が
通
じ
る
話
が
聴
け
た
・
リ
モ
ー
ト
に
期
待
し

て
い
な
か
っ
た
が
よ
く
聴
き
取
れ
心
に
迫
っ
た
・
生
々
し
い
力
の

あ
る
講
演
で
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
・
問
い
続
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
っ
た
・
言
葉
の
力
と
輝
き
を
講
演
・
朗
読
詩
に
感
じ
た
・
震

災
と
の
繋
が
り
を
通
し
て
福
島
の
事
情
を
直
接
聴
き
た
い
・
震
災

と
い
う
現
実
を
前
に
し
て
体
感
意
識
を
素
直
に
表
現
す
る
難
し
さ

を
思
っ
た
・
感
染
予
防
が
し
っ
か
り
取
ら
れ
て
い
て
よ
く
運
営
さ

れ
て
い
た
・
良
い
講
演
の
企
画
を
し
て
下
さ
り
感
謝 

・
な
ど
貴
重

な
ご
意
見
ご
感
想
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
報
告 

山
本
眞
弓
） 

     

■
講
演
『
Ｑ
Ｑ
Ｑ
～
震
災
十
年
へ
、
絶
対
的
質
問

を
め
ぐ
っ
て
』 

 
 
 
 

 

報
告 

相
野
優
子 

 

午
後
一
時
三
十
分
時
里
二
郎
会
長
の
開
会
で
挨
拶
始
ま
り
、
皆

さ
ま
の
協
力
と
県
や
芸
術
文
化
協
会
の
支
援
に
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
た
。
第
一
部
は
司
会
の
大
橋
氏
よ
り
講
師
紹
介
が
あ
り
、
和

合
亮
一
氏
の
講
演
が
リ
モ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
。
和
合
氏
は
「
生
ま
れ

て
初
め
て
の
リ
モ
ー
ト
講
演
」
と
副
題
の
付
い
た
自
作
テ
キ
ス
ト

に
従
い
、
ご
子
息
の
部
屋
よ
り
、
穏
や
か
な
口
調
で
、
演
題
「Q

Q
Q

～
震
災
十
年
へ
、
絶
対
的
質
問
を
め
ぐ
っ
て
～
」
に
つ
い
て
話
を
始

め
ら
れ
た
。
は
じ
め
に
「
マ
ス
ク
な
の
で
皆
さ
ん
の
顔
が
見
え
に
く

い
の
で
手
を
振
っ
た
り
し
て
く
だ
さ
い
」
と
場
を
和
ま
せ
、
最
初
の

テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
気
仙
沼
の
支
援
所
に
暮
ら
し
て
い
た
震
災
当

時
小
学
五
年
生
の
菊
田
守
く
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
詩
を
朗

読
で
紹
介
さ
れ
た
。
氏
は
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時
は
教
師
に
な
っ

て
一
年
目
で
、
子
供
た
ち
に
記
事
を
見
せ
て
話
し
合
っ
た
と
の
こ

と
で
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
兵
庫
に
も
エ
ー
ル
を

送
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
二
つ
目
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
実
際
に
震
災

を
体
験
し
考
え
た
こ
と
を
「
天
」「
地
」「
人
」
と
に
分
け
て
話
さ
れ

た
。「
天
」
と
は
、
死
者
と
共
に
有
る
と
い
う
こ
と
で
、
和
合
氏
の

教
え
子
も
含
め
、
い
ま
だ
多
く
の
行
方
不
明
者
が
い
る
震
災
十
年

を
名
付
け
た
も
の
。「
地
」
と
は
、
宇
宙
の
闇
に
対
峙
す
る
表
現
と

し
て
、
あ
ら
た
め
て
大
地
の
上
に
暮
ら
し
て
い
る
気
持
ち
を
実
感

さ
れ
た
こ
と
。「
人
」
と
は
、
震
災
後
親
し
く
し
て
い
た
以
前
の
友

人
と
気
持
ち
が
通
じ
合
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
や
人
間
の
在
り
様
の

変
化
に
つ
い
て
な
ど
。
三
つ
目
の
テ
キ
ス
ト
は
「
現
代
詩
の
問
題
」

で
、
二
○
一
一
年
三
月
一
六
日
に
書
か
れ
た
ご
自
身
の
詩
『
詩
の

礎
』
を
朗
読
さ
れ
た
。
渾
身
の
朗
読
で
会
場
は
し
ん
と
静
ま
っ
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
時
の
当
日
の
様
子
、
当
時
の
避
難
所
の
様

子
、
原
発
の
こ
と
、
三
月
一
六
日
か
ら
ツ
イ
ー
ト
を
は
じ
め
た
こ

と
、「
あ
な
た
が
書
い
て
い
る
詩
は
役
に
立
た
な
い
」
な
ど
の
お
叱

り
の
メ
ー
ル
が
毎
晩
来
て
悩
ん
だ
こ
と
。
一
か
月
、
月
、
二
か
月
た

っ
て
詩
に
曲
を
つ
け
て
作
曲
さ
れ
こ
と
ば
が
歌
に
な
っ
て
ユ
ー
チ

兵兵
庫庫
県県
現現
代代
詩詩
協協
会会  

会会
報報
４４
８８
号号 

 
 
 
 
 

  

２
０
２
０
年
１
２
月
１
日 

発
行
：
時
里
二
郎 
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ュ
ー
ブ
に
の
せ
て
も
ら
い
、
何
か
が
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
な
ど
も

述
べ
ら
れ
た
。
被
災
地
か
ら
の
三
月
一
六
日
か
ら
の
ツ
イ
ー
ト
は

機
会
詩
（
オ
ケ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ー
ポ
エ
ム
）
と
分
類
さ
れ
、
正
の
機
動

力
不
足
と
負
の
旺
盛
な
機
動
力
と
し
て
問
題
提
起
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
テ
キ
ス
ト
４
と
し
て
の
詩
集
『
Ｑ
Ｑ
Ｑ
』
の
朗
読
。「
終
わ

ら
な
い
問
い
」
と
題
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
５
で
は
自
身
の
詩
「
詩
の
黙

礼
」
を
朗
読
さ
れ
、
南
三
陸
の
役
場
で
、
最
後
ま
で
避
難
を
呼
び
か

け
た
遠
藤
美
紀
さ
ん
の
声
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
津
波

が
迫
る
防
災
庁
舎
の
屋
上
に
て
肩
と
手
を
組
ん
で
い
た
人
々
の
力

を
書
き
た
い
と
、
そ
れ
を
書
か
な
け
れ
ば
人
々
の
真
の
つ
な
が
り

は
な
い
と
、
今
何
を
書
く
べ
き
か
を
是
非
皆
さ
ん
と
語
り
合
い
た

い
と
述
べ
ら
れ
た
。
震
災
か
ら
十
年
で
は
な
く
「
震
災
十
年
」
へ
と
、

こ
こ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
、
神
戸
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
福
島
に
来

て
い
た
だ
き
た
い
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
阿
武
隈
川
、
安
達
太
良
山

の
あ
る
智
恵
子
抄
の
福
島
に
来
て
い
た
だ
い
て
交
流
し
た
い
と
。

会
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
受
け
止
め
る
人
が
居
れ
ば
表
現
者
が
ふ

え
て
い
く
。
あ
ら
ゆ
る
表
現
方
法
と
向
き
合
い
オ
ケ
ー
ジ
ョ
ナ
リ

ー
ポ
エ
ム
で
あ
ろ
う
と
現
代
詩
で
あ
ろ
う
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

写
真
と
の
コ
ラ
ボ
、
合
唱
と
多
岐
に
わ
た
る
発
信
法
で
し
な
や
か

に
表
現
と
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
な
時
代
で
あ
り
、
や
り
方
は

様
々
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
述
べ
ら
れ
、
同
じ
震
災

の
被
災
地
で
あ

る
兵
庫
に
力
強

い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
、
講
演

を
終
え
ら
れ
た
。 

    

                            

                     

 

第 10回 Poem ＆ Art Collection 
 

２０２１年１月１４日（木）１０時～１９日（火）１５時 
期間中 平日 １０時～１７時   土・日 ９時 ～ １７時 

会場 神戸文学館 657-0838 神戸市灘区王子町３－１－２  ℡＆fax 078-882-2028 

主催 兵庫県現代詩協会 神戸文学館、共催 日本現代詩人会 半どんの会 

 

☆ポエム＆アートコレクション 会員による詩・アート作品 （絵画、書、オブジェなどの展示） 

◇搬入及び展示作業 １月１２日（火）１３時から１３時半 （宅急便による搬入は要相談） 

１３時半より作品展示作業開始１５時完了 

◇搬出 １月１９日（火）１５時（時間厳守）から１５時半。上記の時間内に各自作品をお引き取りください。 

（宅急便による搬出は要相談。会期中及び搬出時間前の作品の引き取りは不可） 

◇参加費 １点￥500（2点まで可）搬入時に納入 

◇出品作品は額装・パネル・表具など大小を問わず 1 点として計上します。作品に添えられる詩は A4 サイズくらいの大き

さでまとめてください。過去に当会の詩画展に出された作品の再出品は不可 
 
☆兵庫・詩の現在展（会員の詩集、詩誌展示） 本年度も多くの優れた詩集、詩誌を展示します。 
 

☆特別イベント 講演会 

◇２０２１年１月１６日（土）１４時～１５時半 演者：時里二郎  

◇講演要旨：前回に引き続いて、演題「詩を書くということ 第二回」。コロナ禍と詩のこと、あるいは未曽有な災厄と詩

のことにふれながら、「詩と言葉と身体」というテーマに言及する。資料としては神戸新聞の投稿欄の作品や活躍中の詩人

の作品などを取り上げる。 

◇講演会に参加希望の方は神戸文学館に事前に直接申し込んで下さい。      （担当：北岡武司、神尾和寿） 
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■
第
１
８
回
読
書
会 

『
和
合
亮
一
』
の
詩
に
つ
い
て 

チ
ュ
ー
タ
ー
大
西
隆
志 

 
 

報
告 

野
口
幸
雄 

 

詩
の
フ
ェ
ス
タ
に
向
け
て
、
講
師
・
和
合
亮
一
氏
の
詩
に
つ
い
て

の
読
書
会
を
７
月
２
５
日
（
土
）
１
３
時
～
１
５
時 

神
戸
市
教
育

会
館
２
０
３
号
室
で
開
催
。
参
加
者
１
８
名 

二
〇
二
〇
年
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
に
和

合
亮
一
氏
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
事
前
に
学
習
を
し
て
お
く
こ

と
を
目
的
に
大
西
隆
志
氏
に
チ
ュ
ー
タ
ー
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

大
西
さ
ん
は
当
日
す
ば
ら
し
い
レ
ジ
メ
を
用
意
さ
れ
十
分
準
備
を

さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
レ
ジ
メ
に
沿
っ
て
当
日
の
模
様
を
書

い
て
み
ま
し
よ
う
。
ま
ず
和
合
氏
の
「
文
学
と
の
出
会
い
」
か
ら
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
の
紹
介
。「
一
九
六
八
年
福
島
県
福
島
市
生
ま
れ
（
五

十
二
歳
）
学
生
時
代
に
シ
ュ
ー
レ
ア
リ
ズ
ム
の
詩
を
書
い
て
駅
前

で
配
布
し
た
り
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
詩
集
「
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」

（
一
九
九
八
年
）
で
中
原
中
也
賞
受
賞
、「
地
球
頭
脳
詩
編
」
で
晩

翠
賞
受
賞
な
ど
才
能
を
発
揮
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
二
〇
一
一
年
東

日
本
大
震
災
で
は
自
ら
も
被
災
、
原
子
力
発
電
所
事
故
に
見
舞
わ

れ
、
ツ
イ
ッ
タ―

に
て
「
詩
の
礫
」
と
題
し
た
連
作
を
発
表
し
続
け

る
」
等
十
分
す
ぎ
る
情
報
を
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ジ
メ
を
こ
れ
だ

け
綿
密
に
書
か
れ
る
の
は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
努

力
に
脱
帽
で
す
。
そ
し
て
「
行
動
す
る
詩
人
」
と
し
て
の
活
動
の
説

明
へ
。
震
災
後
の
福
島
の
文
化
を
発
信
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
唱
曲

の
作
詞
、
国
内
外
の
詩
祭
へ
の
出
演
な
ど
幅
広
い
活
躍
。
ま
た
子
供

た
ち
に
詩
を
教
え
る
「
詩
の
寺
子
屋
」
の
紹
介
も
。 

 

い
よ
い
よ
和
合
氏
の
講
演
の
演
題
「
Ｑ
Ｑ
Ｑ
～
震
災
十
年
へ
、
絶

対
的
質
問
を
め
ぐ
っ
て
～
」
に
入
り
ま
し
た
。
資
料
か
ら
「
詩
の
礫
」

を
朗
読
。
放
射
能
が
ふ
っ
て
い
ま
す
。
静
か
な
夜
で
す
。
明
け
な
い

夜
は
無
い
。
の
有
名
な
フ
レ
ー
ズ
が
読
ま
れ
、
会
場
は
シ
ー
ン
と
し

ま
し
た
。
大
西
さ
ん
の
朗
読
の
う
ま
さ
が
光
り
ま
し
た
。（
普
段
の

知
っ
て
る
大
西
さ
ん
と
違
う
み
た
い
）「
詩
の
邂
逅
」
か
ら
「
決
意
」

「
三
号
機 

爆
発 

そ
れ
か
ら
」「
短
い
暮
ら
し
」
で
震
災
後
の
福

島
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
詩
を
選
ん
だ
大
西
さ
ん
の
知

性
が
光
り
ま
す
（
普
段
の
大
西
さ
ん
と
違
う
み
た
い
）
そ
し
て
「
昨

日
ヨ
リ
モ
優
シ
ク
ナ
リ
タ
イ
」
か
ら
「
ノ
ー
ト
」「
白
紙
」
表
題
氏

の
「
昨
日
よ
り
も
優
し
く
な
り
た
い
」
が
読
ま
れ
ま
し
た
。
最
後
に

「
Ｑ
Ｑ
Ｑ
」
へ
。
大
西
さ
ん
の
話
で
本
物
の
和
合
さ
ん
の
話
を
聞
き

た
い
と
思
わ
せ
た
の
は
大
成
功
で
し
た
。（
普
段
の
大
西
さ
ん
と
は

違
う
人
み
た
い
。） 

 

さ
て
こ
こ
で
普
段
の
大
西
さ
ん
ら
し
い
出
来
事
を
一
つ
紹
介
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
当
日
ア
ク
シ

デ
ン
ト
が
あ
っ
て
大
西
さ
ん
開
演

に
三
十
分
遅
れ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
担
当
の
丸
田
礼
子
理
事
は
少

し
も
あ
わ
て
ず
機
転
の
利
い
た
対

応
で
参
加
者
を
退
屈
さ
せ
る
こ
と

な
く
運
営
を
行
い
大
西
さ
ん
の
到

着
を
待
っ
た
の
で
す
。 

（
担
当 

丸
田
礼
子
） 

 

■
第
１
９
回
読
書
会 

 
 
 

『
石
牟
礼
道
子
の
作
品
に
つ
い
て
』
チ
ュ
ー
タ
ー
：
丸
田
礼
子

１
１
月
２
８
日
（
土
）
１
３
時 

神
戸
市
教
育
会
館
４
０
４
号
室 

 

■
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
』 

（
第
１
６
集
）
募
集 

 

同
詩
集
は
隔
年
で
編
集
・
発
行
さ
れ
る
も
の
で
、
２
０
２
０
年
度

は
発
行
年
に
あ
た
り
ま
す
。
会
員
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
掲
載
・
公

開
す
る
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
の
大
切
な
出
版
事
業
の
ひ
と
つ
で
す
。 

締
切
は
既
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
未
提
出
の
会
員
は
至
急
送

稿
し
て
下
さ
い
。 

資
格
：
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
員
、
作
品
：
詩
一
篇
（
未
既
発
表
不

問
、
割
付
内
で
複
数
篇
可
）、
割
付
：
一
段
組
／
３
５
文
字
✕
３
７

行
、
二
段
組
：
２
２
文
字
✕
７
４
行
、
参
加
費
：
ハ
ガ
キ
に
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
３
０
０
０
円
。 

詩
稿
送
付
先
：
〒6

5
0
-0
01
2 

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１-
７-

１ 

カ
ル
メ
ン
ビ
ル
２
Ｆ 

T
el

&F
AX
 0
78

-
33
1-

22
28 

E
∸
ma
il ma

ro
ad
_k
ob
e@
ya
ho
o.
co.

j
p
 

（
担
当 

大
橋
愛
由
等
） 

第７回 2020年度文学紀行 
新型《第７回文学紀行姫路文学館・姫路城周辺をぶらり歩き》コロナウイルス感染症の冬期感染拡大で中止選択もあり 

２０２１年３月１４日（日）雨天決行 集合  JR 姫路駅中央改札口 １０時 

「おもてなしダイニング福亭」にて昼食  参加費：2,500 円（昼食代・観覧料含む）※途中のバス代は個人負担 

《姫路城周辺と姫路文学館「没後６０年記念 歌人岸上大作展」を巡る》 

◎姫路文学館「没後６０年記念 歌人岸上大作展」会期１２月１５日（土）～３月２１日（日） 

・文学館入館料（岸上大作展含む３１０円） 

◎ナビゲーター・未定、文学館では学芸員解説予定だが、当日岸上大作原作舞台イベントあり。 

※行程 10:00ＪＲ姫路駅中央改札口集合⇒姫路駅北口神姫バス停⇒市之橋文学館前下車⇒姫路文学館《姫路文学館・歌人

岸上大作展は、60 年安保闘争に日本中が揺れた年の終わりに、21 歳の若さで自らの命を絶った歌人岸上大作。夭折の歌人

として、そして昭和の青春のひとつの象徴として、読み継がれ、語り継がれました。岸上が世を去ってから 60 年に、彼が

生きた証しを一堂に展観することで、命を賭けて短歌史、文学史に刻んだ足跡を探ります。》⇒11:40 姫路文学館出発⇒阿

部知二文学碑等（徒歩）⇒12:00 兵庫県立歴史博物館《県立歴史博物館「絵そらごとの楽しみ－江戸時代の絵画から－展」

では、江戸時代の絵画の虚と実の入り混じった、絵画における美の諸相が楽しめます。》 ⇒13:00 バス又は徒歩で福亭へ

（昼食）⇒13:30 福亭 
＊申込は同封葉書でお願いします。締切 2 月 28 日（日）            （担当・大西隆志） 
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■
寄
稿 

活
弁
士
の
詩
文 

 
 

季
村
敏
夫 

 
詩
村
映
二
（
本
名
織
田
重
兵
衛
、
一
九
〇
〇
～
六
〇
）、
シ
ン 

プ
ル
な
数
式
の
よ
う
な
時
間
の
帯
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
は
ニ
ー 

チ
ェ
狂
死
、
六
〇
年
は
安
保
闘
争
、
日
本
社
会
党
委
員
長
の
浅
沼 

稲
次
郎
刺
殺
の
年
で
あ
る
。 

尋
常
小
学
校
も
終
え
ず
に
丁
稚
奉
公
、
大
阪
に
出
た
の
か
、
詩 

村
映
二
の
幼
少
期
は
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
。
大
正
末
か
ら
昭
和 

初
年
、
活
動
写
真
弁
士
（
説
明
者
）
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
、
二 

十
数
年
間
、
姐
さ
ん
た
ち
の
喝
采
を
浴
び
た
が
、
ト
ー
キ
ー
反
対 

争
議
に
加
担
、
闘
争
の
敗
北
後
に
詩
作
に
転
じ
、
第
三
次
『
神
戸 

詩
人
』（
光
本
兼
一
編
集
）、
第
四
次
『
神
戸
詩
人
』（
小
林
武 

雄
編
集
）
な
ど
に
寄
稿
、
姫
路
で
『
驢
馬
』
を
編
集
し
た
。
作
品 

の
傾
向
は
多
岐
に
渡
り
、
ニ
ー
チ
ェ
や
ハ
イ
ネ
、
ゲ
ー
テ
や
保
田 

與
重
郎
ら
が
関
心
を
寄
せ
た
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
流
刑
の
ナ
ポ
レ
オ 

ン
を
よ
く
題
材
に
し
た
。
彼
の
遺
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
四
五
篇
と
、 

映
画
、
美
術
、
文
学
、
探
偵
推
理
小
説
な
ど
の
評
を
ま
と
め
、
こ 

の
六
月
に
『
カ
ツ
ベ
ン 

詩
村
映
二
詩
文
』（
み
ず
の
わ
出
版
） 

を
上
梓
し
た
。 

映
画
に
詩
的
行
為
、
さ
ら
に
江
戸
川
乱
歩
、
長
谷
川
利
行
、
台 

南
の
風
車
詩
社
の
楊
熾
昌
（
筆
名
、
水
蔭
萍
）
、
ア
ナ
キ
ス
ト
結 

社
黒
闘
社
の
一
員
だ
っ
た
田
代
健
な
ど
と
の
交
友
、
台
湾
に
赴
い 

た
形
跡
は
な
い
が
、
追
い
す
が
る
恋
人
を
ふ
り
き
っ
て
外
地
満
州 

を
放
浪
す
る
な
ど
八
面
六
臂
だ
っ
た
が
、
徹
頭
徹
尾
巷
の
人
、
イ 

ン
テ
リ
か
ら
遠
い
説
明
者
と
し
て
、
肉
声
で
世
界
に
対
峙
す
る
こ 

と
は
芸
術
だ
と
う
そ
ぶ
い
た
。 

う
そ
ぶ
い
た
と
い
え
ば
、
敗
戦
後
は
憔
悴
し
た
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の 

単
独
性
を
生
き
た
。
死
屍
累
々
の
焦
土
に
山
彦
書
房
と
い
う
墓
碑 

を
掲
げ
、
戸
板
に
ゾ
ッ
キ
本
を
並
べ
、
占
領
軍
に
混
じ
る
復
員
兵 

に
声
を
放
っ
た
。
戸
板
に
ゾ
ッ
キ
本
と
は
、
市
井
の
塵
労
に
沈
む 

自
ら
を
曝
す
意
志
で
あ
り
、
流
謫
で
あ
る
。
一
篇
の
戦
争
詩
を
書 

く
こ
と
な
く
、
昂
然
と
権
力
に
抗
い
、
非
国
民
を
引
き
受
け
た
情 

熱
は
焼
尽
し
て
い
た
が
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
と
し
て
生
き
る
姿
は
、
い 

ち
早
く
戦
後
民
主
主
義
に
乗
じ
、「
詩
人
集
団
」
を
名
の
っ
て
再 

結
集
、
再
出
発
を
果
た
し
た
神
戸
詩
人
事
件
の
当
事
者
た
ち
と
袂 

を
分
か
つ
独
自
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。 

活
動
写
真
弁
士
、
な
ん
と
苛
烈
な
人
生
か
。
妻
あ
る
身
な
が
ら 

懇
ろ
に
な
っ
た
カ
フ
ェ
ー
の
女
給
と
服
毒
自
殺
、
不
貞
の
妻
を
日 

本
刀
で
斬
殺
、
巣
鴨
プ
リ
ズ
ン
に
収
容
、
或
い
は
一
家
心
中
未
遂
、 

さ
れ
ど
説
明
は
芸
術
、「
散
る
！
飛
ぶ
！
砕
け
る
！
君
に
、
こ
の 

悲
壮
な
覚
悟
が
あ
る
か
」
と
声
を
放
つ
。 

詩
村
映
二
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
湊
川
新
開
地
、
三
宮
神
社
境 

内
、
難
波
新
地
千
日
前
（
か
つ
て
の
刑
場
、
火
葬
場
）、
姫
路
と 

転
々
と
し
た
。
新
開
地
で
の
活
動
が
長
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
こ 

は
「
悪
所
」
で
あ
り
、
戦
前
神
戸
の
有
数
の
繁
華
街
、
明
治
三
四 

（
一
九
〇
一
）
年
、
大
雨
の
度
に
荒
れ
狂
う
湊
川
の
埋
め
立
て
工
事

の
跡
に
造
ら
れ
、
活
動
写
真
や
芝
居
小
屋
、
百
貨
店
な
ど
が
林
立
、 

そ
の
日
稼
ぎ
の
香
具
師
、
フ
ラ
テ
ン
（
ち
ん
ぴ
ら
）、
掏
摸
（
チ 

ボ
）、
博
奕
打
ち
、
ア
ナ
キ
ス
ト
ら
が
行
き
か
う
人
び
と
に
混
じ 

っ
て
い
た
。
そ
の
あ
り
さ
ま
は
川
端
康
成
の
『
浅
草
紅
団
』
に
通 

じ
る
喧
噪
、
暴
力
、
快
楽
の
渦
で
あ
っ
た
。
阪
神
大
震
災
以
後
の 

現
在
、
大
通
り
を
一
歩
内
へ
入
る
と
、
復
興
か
ら
と
り
残
さ
れ
た 

歯
抜
け
の
更
地
が
あ
り
、
同
時
に
、
福
原
遊
郭
跡
に
は
ま
さ
に
皮 

膚
と
皮
膚
の
接
触
ゾ
ー
ン
の
ソ
ー
プ
ラ
ン
ド
や
ピ
ン
ク
サ
ロ
ン
が 

密
集
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
他
者
の
唇
へ
の
接
近
を
禁 

じ
ら
れ
る
な
か
歓
楽
街
を
歩
い
た
が
、
欲
動
の
物
音
が
消
失
し
た 

静
寂
は
骨
身
に
こ
た
え
た
。 

早
春
の
あ
る
日
、
松
竹
座
（
湊
川
公
園
か
ら
南
へ
本
通
り
を
下 

る
東
側
に
跡
地
が
あ
る
）
の
次
席
活
動
弁
士
だ
っ
た
小
島
昌
一
郎 

（
本
名
善
平
、
一
九
〇
三
～
五
七
）
の
長
女
の
小
島
の
ぶ
江
さ
ん 

（
昭
和
二
年
生
ま
れ
）
を
訪
ね
た
。
活
弁
士
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
、 

ト
ー
キ
ー
反
対
争
議
の
写
真
な
ど
が
お
さ
め
ら
れ
た
ア
ル
バ
ム
を 

お
借
り
す
る
た
め
で
あ
る
。 

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
六
月
一
日
、
父
四
二
歳
で
応
招
、 

五
日
（
野
坂
昭
如
の
『
火
垂
る
の
墓
』
も
同
日
）
の
神
戸
空
襲
の 

後
、
父
の
ア
ル
バ
ム
か
ら
写
真
を
引
き
剥
が
し
て
リ
ュ
ッ
ク
に
つ 

め
、
母
と
と
も
に
福
岡
へ
疎
開
、
二
十
日
福
岡
空
襲
で
疎
開
先
焼 

失
、
熊
本
へ
、
そ
こ
で
玉
音
放
送
を
聞
く
。
炎
上
を
回
避
し
た
奇 

跡
的
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。
風
呂
敷
に
包
ま
れ
た
二
冊
の
ア 

ル
バ
ム
、
そ
こ
に
、
無
差
別
殺
戮
と
い
う
受
難
が
塗
り
こ
め
ら
れ 

て
い
る
。
疎
開
も
復
員
も
降
伏
も
知
ら
な
い
わ
た
し
に
は
重
い
荷 

物
、
胸
に
抱
え
な
が
ら
宝
塚
の
坂
を
下
っ
た
。 

 

生
き
の
び
ろ
、
の
ぶ
江
さ
ん
の
疎
開
先
だ
っ
た
熊
本
か
ら
激
励 

の
帯
文
（
伊
藤
比
呂
美
）
が
届
い
た
。
活
弁
士
の
伝
え
る
眼
の
漲 

り
を
み
よ
、
と
。
そ
の
後
熊
本
は
線
状
降
水
帯
に
覆
わ
れ
、
連
日 

の
豪
雨
、
洪
水
、
後
先

わ
か
ら
ず
蹂
躙
さ
れ

た
。
災
厄
か
ら
立
ち

上
が
り
、
再
び
歩
む
、

重
力
に
逆
ら
い
な
が

ら
、
坂
道
（
下
り
坂
）

を
這
い
上
が
る
、
生

き
て
在
る
と
は
そ
の

繰
り
返
し
だ
と
い
う

考
え
を
反
芻
す
る
。 

 

■
会
員
の
詩
集
評 

 
 

時
里
二
郎 

 

◎
『
朗
読
詩
集 

か
な
し
み
祭
り
』
玉
川
侑
香 

CD
 

玉
川
さ
ん
の
朗
読CD

で
あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
二
五

年
。
し
お
り
に
は
、「
朗
読
を
始
め
た
の
は
、
そ
の
震
災
を
伝
え
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ
た
。
瓦
礫
の
中
か
ら
立
ち
上
が
る
人
々
、

や
さ
し
さ
や
悲
し
さ
や
や
り
き
れ
な
さ
を
抱
え
な
が
ら
「
日
常
」
へ

と
帰
っ
て
い
く
姿
を
追
っ
て
き
た
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
風
の

た
よ
り
」
と
い
う
朗
読
と
音
楽
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
結
成
し
、
震
災
を

語
り
継
ぐ
活
動
も
続
け
て
こ
ら
れ
た
。
震
災
か
ら
二
五
年
と
い
う

節
目
に
、
こ
れ
ま
で
の
玉
川
さ
ん
の
絵
本
や
詩
集
か
ら
代
表
作
と

で
も
い
う
べ
き
作
品
十
五
編
を
選
ん
でCD

に
収
め
て
あ
る
。
は

じ
め
の
「
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
」
か
ら
、
い
っ
ぺ
ん
に
引
き
込
ま
れ
た
。
震

災
で
言
葉
を
失
っ
た
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
が
言
葉
を
恢
復
す
る
ま
で
を
、

実
に
丁
寧
に
細
部
を
描
き
込
ん
で
あ
る
。
何
よ
り
も
作
品
の
組
み
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立
て
が
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
。
地
震
で
お
と
う
さ
ん
と
子
犬
の

ポ
チ
が
家
の
下
敷
き
に
な
っ
て
死
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん

は
言
葉
を
失
っ
た
。
日
本
海
の
そ
ば
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
住

ん
で
、
そ
こ
で
の
生
活
。
民
宿
で
働
く
お
母
さ
ん
、
弟
の
世
話
。
寄

り
添
う
よ
う
な
詩
の
眼
差
し
。「
お
か
あ
さ
ん 

神
戸
へ
帰
ろ
う
」。

言
葉
を
失
っ
た
ミ
ヨ
ち
ゃ
ん
が
言
葉
を
回
復
す
る
シ
ー
ン
に
は
心

う
た
れ
る
。
神
戸
の
被
災
地
の
人
々
の
日
常
に
よ
り
そ
い
な
が
ら
、

言
葉
は
簡
潔
で
無
駄
が
な
い
。
そ
の
余
白
（
間
）
の
豊
か
な
表
現
の

奥
行
も
印
象
に
残
っ
た
。
他
に
も
、
哀
感
と
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た

市
井
の
人
々
の
人
な
つ
こ
さ
と
つ
な
が
り
の
温
か
さ
を
描
い
た
諸

編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

朗
読
も
す
ば
ら
し
い
。
言
葉
が
吹
き
込
む
息
づ
か
い
に
よ
っ
て
、

作
品
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
生
き
生
き
と
聞
こ
え
る
。
し
み
じ
み

と
し
た
感
動
。
あ
く
ま
で
も
前
を
向
い
て
生
き
て
行
こ
う
と
す
る

人
々
の
言
葉
が
印
象
的
。
こ
ち
ら
が
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。 

 

◎
『
吹
き
抜
け
た
時
』
辻
岡
真
紀
子
（
澪
標
）。 

二
○
二
○
年
六
月
刊
。
辻
岡
さ
ん
は
一
昨
年
の
神
戸
新
聞
文
芸

欄
の
詩
の
部
門
で
年
間
賞
を
受
賞
な
さ
っ
て
い
る
。
そ
の
受
賞
作

が
タ
イ
ト
ル
ポ
エ
ム
の
「
吹
き
抜
け
た
時
」。
押
し
入
れ
の
奥
に
し

ま
い
込
ま
れ
た
鯉
の
ぼ
り
を
巡
っ
て
紡
が
れ
た
女
性
の
「
物
語
」
。

詩
の
眼
差
し
は
、
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
鯉
の
ぼ
り
の
家
族
よ
り
も
、

カ
ラ
カ
ラ
と
む
な
し
く
回
る
風
車
の
ほ
う
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
ひ
と
り
残
さ
れ
た
自
分
の
心
の
暗
喩
。
第

三
連
に
子
ど
も
の
頃
の
自
分
を
そ
れ
と
な
く
差
し
挟
ん
で
、
今
の

自
分
を
映
し
出
す
と
い
う
心
憎
い
組
み
立
て
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼

女
の
「
物
語
」
の
時
間
が
生
ま
れ
て
い
る
。
淡
い
か
な
し
み
を
た
た

え
た
抒
情
が
湿
っ
ぽ
く
な
ら
ず
に
、
陰
影
深
い
余
韻
を
た
た
え
て

い
る
の
は
、
作
者
の
さ
わ
や
か
な
筆
致
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

も
う
一
つ
、「
吹
き
抜
け
た
時
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
絶
妙
。
と
ま

ど
い
と
あ
き
ら
め
と
か
な
し
み
を
ふ
く
ん
だ
彼
女
の
心
を
吹
き
抜

け
た
そ
の
風
が
、
詩
の
言
葉
と
な
っ
て
、
彼
女
を
新
し
い
物
語
へ
と

誘
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
目
を
み
は
る
よ
う
な
新
鮮
な
詩
の
風

を
感
じ
る
。
な
お
こ
の
詩
集
は
本
年
度
の
富
田
砕
花
賞
の
候
補
作

に
も
な
っ
た
。 

 ◎
季
村
敏
夫
編
『
カ
ツ
ベ
ン 

詩
村
映
二
詩
文
』（
み
ず
の
わ
出
版
）。 

二
○
二
○
年
六
月
刊
。 

二
○
○
九
年
の
『
山
上
の
蜘
蛛―

神
戸

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
海
港
都
市
ノ
ー
ト
』（
み
ず
の
わ
出
版
）
か
ら
続
い

て
い
る
季
村
敏
夫
の
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
渉
猟
は
十
年
を
越
え
て

い
る
。
こ
ん
ど
の
『
カ
ツ
ベ
ン―

詩
村
映
二
詩
文
』
（
み
ず
の
わ
出

版
）
も
ま
た
そ
の
成
果
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
編

詩
文
集
は
、
こ
の
前
の
『
一
九
三
〇
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
集―

矢
向

季
子
・
隼
橋
登
美
子
・
冬
澤
弦
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
詩
村
映
二
（
一

九
○
○
～
一
九
六
○
）
の
詩
と
散
文
を
集
め
、
熱
の
こ
も
っ
た
季
村

の
解
題
と
、
時
代
と
文
化
の
空
気
を
色
濃
く
伝
え
る
活
弁
士
関
連

の
写
真
と
克
明
な
資
料
が
全
ペ
ー
ジ
の
半
分
ほ
ど
を
占
め
る
。 

 

詩
と
い
う
営
為
を
、
言
語
作
品
の
背
後
に
ま
で
抱
え
込
ん
で
と

ら
え
よ
う
と
す
る
独
特
の
季
村
ス
タ
イ
ル
と
で
も
言
う
べ
き
方
法

論
。
つ
ま
り
は
、
詩
村
に
か
ぎ
ら
ず
、
彼
が
浮
か
び
あ
が
ら
せ
よ
う

と
す
る
三
十
年
代
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
人
た
ち
は
、
残
さ
れ
た
作
品

の
数
も
限
ら
れ
、
雑
誌
な
ど
の
媒
体
で
し
か
詩
を
残
し
て
い
な
い
。

残
さ
れ
た
作
品
は
あ
ま
り
に
も
数
少
な
い
。
彼
ら
の
言
葉
を
、
彼
ら

の
生
の
片
鱗
を
た
ど
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
彼
ら
の
生
き
た
都
市

（
神
戸
や
姫
路
な
ど
の
場
所
）、
時
代
（
戦
時
下
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ

前
夜
）
や
文
化
史
的
な
視
座
な
ど
の
な
か
に
映
し
て
み
よ
う
と
す

る
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
近
現
代
の
詩
史
的
な
営
み
か
ら
投
げ
ら

れ
る
季
村
の
「
補
助
線
」
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
詩
を
、
同
時
代
的
な

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
運
動
の
中
で
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
す
る
。
権

力
と
の
関
わ
り
や
そ
れ
と
向
き
合
う
姿
勢
（
神
戸
詩
人
事
件
な
ど
）、

日
本
の
近
代
史
と
の
共
時
的
な
響
き
合
い
を
、
神
戸
と
い
う
海
港

都
市
の
文
学
運
動
の
な
か
に
聞
き
取
っ
て
い
く
。 

 

資
料
を
探
索
し
、
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
を
尋
ね
て
、
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
季
村
さ
ん
が
無
名
の
詩
人
の
生
き
ざ
ま
と
、
そ
の
魂
を
救
い

だ
そ
う
と
す
る
の
か
。
ま
る
で
な
に
も
の
か
に
取
り
憑
か
れ
た
よ

う
に
さ
え
み
え
る
。
こ
の
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
の
仕
方
を
遡
る
と
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
後
に
書
か
れ
た
『
日
々

の
、
す
み
か
』（
書
肆
山
田
）
の
ス
タ
イ
ル
に
行
き
当
た
る
。
さ
ら

に
、
遡
れ
ば
、
季
村
が
呼
び
覚
ま
し
た
詩
人
た
ち
の
姿
が
、
七
十
年

安
保
前
後
の
彼
自
身
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
。「
消
え
て
し
ま
っ
た
、
た
ま
し
い
を
よ
び
よ
せ
る
」
と
『
一
九

三
〇
年
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
集
』
の
は
じ
め
に
書
き
付
け
て
い
る
。

そ
こ
に
、
自
ら
の
七
〇
年
代
前
後
の
季
村
自
身
の
魂
の
遠
い
木
霊

が
響
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。 

 

は
じ
め
に
記
し
た
『
山
上
の
蜘
蛛―

神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
海
港

都
市
ノ
ー
ト
』
を
読
む
ま
で
は
、
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
は
竹
中
郁
と
い

う
緑
一
色
の
芝
生
に
見
え
て
い
た
。
季
村
は
そ
の
芝
生
を
剥
が
し

て
、
そ
の
下
に
身
を
潜
め
て
い
た
、
生
き
生
き
と
生
の
ま
ば
ゆ
い
光

を
発
す
る
多
く
の
無
名
の
詩
人
た
ち
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。（
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
竹
中
郁
も
ま
た
、
決
し
て
緑
の
芝
生
一
色
と
い
う

よ
う
な
単
純
な
位
相
で
処
理
で
き
る
詩
人
で
な
か
っ
た
こ
と
が
み

え
て
く
の
だ
が
。） 

 

も
ち
ろ
ん
、
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
検
証
は
、
季
村
が
始
め
た
こ
と

で
は
な
い
。
昭
和
三
五
年
に
創
刊
さ
れ
た
同
人
誌
『
蜘
蛛
』
の
詩
人

た
ち
の
営
為
、
と
り
わ
け
君
本
昌
久
さ
ん
の
検
証
作
業
が
あ
っ
た
。

季
村
さ
ん
は
そ
れ
を
引
き
継
い
で
、
そ
れ
こ
そ
た
っ
た
ひ
と
り
で
、

こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
。 

 

◎
句
集
『
止
ま
り
木
』
増
田
ま
さ
み
（
私
家
版
）。 

二
○
二
○
年
六
月
刊
。
第
六
句
集
。
増
田
さ
ん
は
俳
句
の
所
属
誌

を
持
た
な
い
。
小
さ
な
虫
や
小
動
物
や
植
物
に
ひ
そ
む
死
や
生
の

な
ま
な
ま
し
い
息
遣
い
を
掬
い
取
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
人
間
の
生

と
死
の
実
相
に
誘
い
込
む
。
そ
の
手
際
が
、
時
に
凄
み
の
あ
る
句
を

探
り
当
て
て
い
る
。
人
間
の
湿
っ
た
闇
に
か
よ
う
体
温
の
ぬ
る
み

を
感
じ
る
句
に
ひ
か
れ
る
。
時
に
シ
ュ
ー
ル
な
イ
メ
ー
ジ
に
は
っ

と
さ
せ
ら
れ
た
り
、
思
わ
ず
口
ず
さ
ん
で
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
に
ひ

か
れ
た
り
、
俳
句
に
疎
い
選
者
に
も
ス
リ
ル
の
あ
る
時
間
に
ひ
た

る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
心
に
と
ま
っ
た
句
を
引
い
て
み
る
。 

 
 辣

韮
（
ら
っ
き
ょ
う
）
や
つ
る
ん
と
抜
け
る
魂
魄
も 

一
疋
の
列
も
あ
る
ら
ん
夜
半
の
蟻 
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ふ
と
こ
ろ
に
蝉
穴
深
き
子
守
歌 

落
蝉
や
ま
だ
生
ぬ
る
き
虚
空
あ
り 

人
肌
の
木
霊
は
霧
へ
吸
わ
れ
た
り 

秋
霖
や
ち
く
わ
に
怖
き
穴
が
あ
り 

懊
悩
に
こ
つ
ん
と
中
る
海
鼠
か
な 

芥
子
粒
の
よ
う
に
母
逝
く
春
の
山 

春
昼
に
産
み
つ
け
ら
れ
し
老
婆
か
な 

貼
紙
の
あ
る
ぬ
け
み
ち
や
若
冲
忌 

 

■
理
事
会
報
告  

 

◆
六
月
七
日
第
一
回
常
任
理
事
会
及
び
第
三
十
九
回
理
事
会
。
県

民
会
館
に
て
。
十
二
名
出
席
。
こ
れ
ま
で
私
学
会
館
を
利
用
し
て
き

た
が
、
閉
館
の
た
め
以
降
は
県
民
会
館
を
利
用
す
る
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
緊
急
事
態
宣
言
で
外
出
自
粛
要
請
の
た
め
、
総

会
は
中
止
と
な
り
、
書
面
で
総
会
決
議
事
項
を
問
う
異
例
の
措
置

と
な
っ
た
が
、
一
〇
六
名
の
承
認
を
経
て
総
会
成
立
と
し
た
。
ま
た

常
任
理
事
会
も
遅
れ
て
の
開
催
と
な
っ
た
。
＊
二
〇
二
〇
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て
各
部
門
よ
り
。
会会
報報
発発
行行
（
和
比
古
）
年
二
回
。

会
員
情
報
も
盛
り
込
む
。
読読
書書
会会
（
丸
田
礼
子
）
七
月
二
十
五
日
（
土
）

十
三
時
よ
り
、
神
戸
市
教
育
会
館
に
て
「
和
合
亮
一
の
詩
に
つ
い
て
」

チ
ュ
ー
タ
ー
・
大
西
隆
志
。
参
加
申
込
は
葉
書
に
て
七
月
二
十
日
ま

で
に
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
先
着
二
十
五
名
ま
で
。
ホホ
ーー
ムム
ペペ

ーー
ジジ
（
北
野
和
博
）
コ
ロ
ナ
の
た
め
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
と
な
り
更
新

は
な
し
。「「
ポポ
エエ
ムム
＆＆
アア
ーー
トト
ココ
レレ
クク
シシ
ョョ
ンン
展展
」」（
神
尾
和
寿
・
北

岡
武
司
）
案
内
状
及
び
参
加
申
込
葉
書
を
作
成
。
会
期
は
二
〇
二
一

年
一
月
十
四
日(

木)

～
十
九
日
（
火
）
を
予
定
。
申
込
は
九
月
末
ま

で
に
。
アア
ンン
ソソ
ロロ
ジジ
ーー
（
大
橋
愛
由
等
）『
ひ
ょ
う
ご
現
代
詩
集
２

０
２
０
』
参
加
申
込
締
切
は
十
月
十
六
日
。
参
加
費
三
千
円
、
一
人

一
冊
。
印
刷
は
游
文
舎
に
依
頼
。。
文文
学学
紀紀
行行
（
大
西
隆
志
）
昨
年
中

止
に
な
っ
た
姫
路
文
学
散
歩
を
二
〇
二
一
年
三
月
に
実
施
予
定
。

役役
員員
選選
挙挙(

事
務
局)

選
挙
管
理
委
員
会
を
三
役
と
一
般
会
員
か
ら

な
る
四
名
で
構
成
す
る
。
「「
ふふ
れれ
ああ
いい
のの
祭祭
典典
詩詩
のの
フフ
ェェ
スス
タタ
ひひ
ょょ

うう
ごご
」」（
山
本
眞
弓
）
十
月
三
日
（
土
）
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
に
て
。
講

演
講
師
は
和
合
亮
一
氏
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
、
入
場
制
限
と

マ
ス
ク
・
検
温
・
消
毒
な
ど
を
徹
底
す
る
。 

◆
七
月
十
二
日
第
二
回
常
任
理
事
会
。
県
民
会
館
に
て
。
出
席
者
十

名
。
入入
退退
会会
・・
名名
簿簿(

神
田)

退
会
者
一
名
。
現
在
一
三
二
名
。
会会
計計

報報
告告(

玉
川)

顧
問
の
年
会
費
は
免
除
。
協
力
金
と
し
て
は
可
と
す
る
。

読読
書書
会会
（
丸
田
）
第
十
八
回
読
書
会
、
七
月
二
十
五
日
（
土
）
十
三

時
よ
り
、
神
戸
市
教
育
会
館
に
て
「
和
合
亮
一
の
詩
に
つ
い
て
」
チ

ュ
ー
タ
ー
・
大
西
隆
志
。
参
加
申
し
込
み
締
切
は
七
月
二
十
日(

月)

定
員
三
十
五
名
。「「
詩詩
のの
フフ
ェェ
スス
タタ
ひひ
ょょ
うう
ごご
」」(

山
本)

コ
ロ
ナ
対
策

費
の
た
め
収
支
予
算
書
の
見
直
し
。
チ
ラ
シ
に
当
日
の
各
自
マ
ス

ク
着
用
の
呼
び
か
け
と
、
受
付
で
の
体
温
測
定
・
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

に
つ
い
て
明
記
。
中
止
の
場
合
の
た
め
、
参
加
申
込
者
の
氏
名
・
住

所
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
。
ア
ク
リ
ル
板
、
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、

体
温
計
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
。
「「
ポポ
エエ
ムム
＆＆
アア
ーー
トト
ココ
レレ
クク
シシ
ョョ

ンン
展展
」」（
神
尾
・
北
岡
）
チ
ラ
シ
は
十
二
月
発
行
の
会
報
に
同
封
。

申
込
締
切
は
九
月
三
十
日
。
役役
員員
選選
挙挙(

事
務
局)

被
選
挙
人
名
簿
は 

次
回
会
報
に
同
封
。
投
票
締
切
は
二
〇
二
一
年
一
月
九
日(

土)

、
開

票
は
一
月
二
十
五
日(

月)

選
挙
管
理
委
員
は
役
員
を
含
め
四
名
。 

◆
九
月
六
日(

土)

第
三
回
常
任
理
事
会
。
県
民
会
館
に
て
。
出
席
者

十
二
名
。
入入
退退
会会(

神
田)

退
会
者
一
名
。。
現
在
一
三
三
名
。
会会
計計(

玉

川)

コ
ロ
ナ
の
た
め
動
き
は
な
し
。
会会
報報
（
和
比
古
）
原
稿
は
十
月

末
締
切
。
会
員
の
作
品
な
ど
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
掲
載
し
た
い
。

読読
書書
会会(

丸
田)

第
十
八
回
「
和
合
亮
一
の
詩
に
つ
い
て
」
チ
ュ
ー
タ

ー
・
大
西
隆
志
、
報
告
・
野
口
幸
雄
。
参
加
者
十
八
名
。
第
十
九
回

「
石
牟
礼
道
子
の
詩
」
チ
ュ
ー
タ
ー
・
丸
太
礼
子
。「「
ポポ
エエ
ムム
＆＆
アア

ーー
トト
ココ
レレ
クク
シシ
ョョ
ンン
展展
」」（
北
岡
・
神
尾
）
文
学
館
入
り
口
に
チ
ラ

シ
大
の
ポ
ス
タ
ー
を
用
意
。
記
録
写
真
は
作
品
納
入
時
に
下
に
置

い
た
状
態
で
撮
影
す
る
。
一
月
十
六
日
（
土
）
の
講
演
は
時
里
二
郎

氏
。。「「
アア
ンン
ソソ
ロロ
ジジ
ーー
」」（
大
橋
）
作
品
参
加
案
内
は
葉
書
に
て
送
付
。

作
者
校
正
原
稿
と
共
に
参
加
費
三
千
円
の
振
込
用
紙
を
同
封
す
る
。

最
終
校
正
は
永
井
ま
す
み
氏
に
協
力
依
頼
。
編
集
後
記
は
大
橋
が

担
当
。
完
成
予
定
は
二
月
上
旬
頃
。
文文
学学
紀紀
行行
（
大
西
）
二
〇
二
一

年
三
月
十
四
日(

土)

を
予
定
。
書
写
山
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
都
合
で

取
り
や
め
、
文
学
館
『
岸
上
大
作
展
』
と
県
立
歴
史
博
物
館
『
絵
空

事
の
楽
し
み
』
を
予
定
。
ホホ
ーー
ムム
ペペ
ーー
ジジ
（
北
野
）「
詩
の
フ
ェ
ス

タ
ひ
ょ
う
ご
」
を
写
真
入
り
で
掲
載
予
定
。
役役
員員
選選
挙挙(

山
本)

選
挙

人
名
簿
・
投
票
用
紙
を
切
手
添
付
の
封
筒
と
共
に
会
員
に
送
付
す

る
。
理
事
・
常
任
理
事
の
人
数
に
つ
い
て
は
次
回
に
検
討
。 

◆
十
月
三
十
一
日
（
土
）
第
四
回
常
任
理
事
会
。
県
民
会
館
に
て
。

出
席
者
十
名
。
入入
退退
会会(

神
田)

入
退
会
者
な
し
。
現
在
一
三
二
名
。。

会会
報報
（
和
比
古
）
48
号
は
十
二
月
一
日
発
行
。
読読
書書
会会(

丸
田)

第

十
九
回
「
石
牟
礼
道
子
の
作
品
に
つ
い
て
」
チ
ュ
ー
タ
ー
・
丸
田
礼

子
。
十
一
月
初
め
に
案
内
往
復
は
が
き
発
送
。
ポポ
エエ
ムム
＆＆
アア
ーー
トト
ココ

レレ
クク
シシ
ョョ
ンン
展展
（
神
尾
・
北
岡
）
チ
ラ
シ
の
検
討
。
講
演
「
詩
を
書

く
と
い
う
こ
と
」
講
師
・
時
里
二
郎
。
アア
ンン
ソソ
ロロ
ジジ
ーー
（
大
橋
）
十

一
月
中
旬
に
原
稿
の
再
催
促
。
構
成
及
び
参
加
費
の
振
込
用
紙
は

十
二
月
初
め
に
発
送
。
３
０
０
部
印
刷
、
遊
文
舎
。
発
刊
は
二
月
中

旬
予
定
。
定
価
三
千
円
。
会
員
は
二
千
円
。
役役
員員
選選
挙挙(

山
本
・
神

田)

投
票
用
紙
発
送
は
十
二
月
一
日
。
投
票
締
切
は
一
月
二
十
日

(

水)

。
一
月
二
十
五
日(

月)

県
民
会
館
に
て
役
員
を
含
む
四
名
で

開
票
。
文文
学学
散散
歩歩
（
大
西
）
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
が
懸
念
さ

れ
る
が
実
施
の
方
向
で
検
討
。
三
月
十
四
日
（
日
）
姫
路
文
学
館
他
。

申
込
締
切
は
二
月
末
。 

 
 
 
 

 
 
 
(

文
責
・
尾
崎
美
紀) 

 

■
詩
の
フ
ェ
ス
タ
ひ
ょ
う
ご
朗
読
詩
集
よ
り 

（
４
８
・
４
９
号
で
会
員
の
詩
を
掲
載
） 

 

び
ん
ず
る
さ
ん 

 
 

小
田
凉
子 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

鮮
や
か
な
新
緑
に 

境
内
の
池
一
面
の 

か
き
つ
ば
た
の
青
が
映
え
る 

階
段
を
上
る
と
拝
殿
の
横
に 

ど
っ
か
と
座
る 

び
ん
つ
る
さ
ん 

び
ん
つ
る
さ
ん
の
体
で 

自
分
の
悪
い
と
こ
ろ
を
な
で
る
と 

 

治
し
て
く
れ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
る 

な
で
仏
さ
ん 

ピ
カ
ピ
カ
に
光
り
輝
く
両
の
膝
は 
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膝
の
悩
み
を
持
つ
多
く
の
人
の
手
が 

 
救
い
を
求
め
て
す
が
っ
た
証
か 

私
も 
こ
の
膝
の
痛
み
が
と
れ
ま
す
よ
う
に
と 

び
ん
つ
る
さ
ん
の
左
右
の
膝
を
擦
る 

 

び
ん
つ
る
さ
ん
は 

昔
か
ら
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
の 

病
の
苦
し
み 

痛
み
を
背
負
っ
て
き
た
こ
と
か 

び
ん
づ
る
さ
ん
の
体
は 

人
々
の
願
い
や
祈
り
の
手
に
磨
か
れ
て
き
た 

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
人
々
が
怯
え
る
今 

江
戸
時
代
に
描
か
れ
た 

疫
病
を
鎮
め
て
く
れ
る
と
い
う 

妖
怪
ア
マ
ビ
エ
が
も
て
は
や
さ
れ
る 

得
た
い
の
知
れ
ぬ
不
安
や
恐
怖
を
鎮
め
る
に
は 

偶
像
に
救
い
を
求
め
る
よ
り
仕
方
が
な
い
の
だ
ろ
う
か 

私
も 

肺
を
病
む
夫
の
回
復
を
願
い 

 

が
ん
封
じ
の
お
守
り
を
握
り
し
め
て
い
る
で
は
な
い
か 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 T
O
KIO

ラ
ラ
バ
イ 

 
 

福
田
知
子 

 T
O
KIO

に
捧
げ
る 

TO
KI
O

ラ
ラ
バ
イ 

ラ
ラ
バ
イ
っ
て
さ
よ
な
ら
じ
ゃ
な
い 

ラ
ラ
バ
イ
は
子
守
唄 

 

バ
イ
バ
イ 

売
買
の
倍
々
ゲ
ー
ム 

バ
イ
バ
イ 

夜
の
街
の
狩
人
の
狩
人
た
ち 

バ
イ
バ
イ 

選
挙
に
踊
ら
さ
れ
た
ひ
と
び
と 

 

何
も
し
な
いT

OK
IO

ラ
ビ
リ
ン
ス 

何
も
告
げ
な
いT

OK
IO

ア
ラ
ー
ト 

コ
ロ
ナ
に
こ
ろ
ん
だT

OK
IO

コ
ロ
リ
ン 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
はT

OK
IO

に
オ
ラ
ン
ダ 

リ
ニ
ア
み
た
く
ま
っ
す
ぐ
だ
とT

OK
IO

折
れ
る
わ 

バ
イ
バ
イ 

ア
ラ
ー
ト 

バ
イ
バ
イ 

コ
ロ
ナ 

バ
イ
バ
イ 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

バ
イ
バ
イ 

リ
ニ
ア 

バ
イ
バ
イ 

ゆ
る
り
ん
こ
＆
ア
ベ
ノ
ン
マ
ス
ク 

 

だ
か
ら
歌
う
よ 

ラ
ラ
バ
イ 

ラ
ラ
バ
イ 

少
年
よ 

荒
野
に 

街
に 

キ
ミ
た
ち
の
い
の
ち 

へ
め
ぐ
る 

赤
い
月 

赤
い
ア
ラ
ー
ト 

真
っ
赤
な
ム
ジ
ナ 

む
な
し
い
ね 

オ
ト
ナ
少
女
の
コ
ロ
ナ
禍
は 

ソ
レ
！ 

甘
い
お
菓
子
の
誘
惑
だ 

 

ま
け
る
な 

ラ
ラ
ビ 

ワ
ラ
ビ
た
ち 

コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
ナ 

コ
ロ
ン
ダ 

ダ
ン
ス 

ふ
ふ
ふ 

ふ 

を 

と
っ
て 

ふ
と
っ
て 

い
い
ゾ 

ま
け
る
な 

ワ
ラ
ビ 

ワ
ラ
ワ
ラ 

わ
ら
っ
て 

わ
れ
ら
の
ラ
ビ
リ
ン
ス 

ま
け
る
な
ワ
ラ
ビ 

わ
ら
わ
ら
わ
ら
っ
て 

一
銭
だ
っ
て
ま
け
た
ら
あ
か
ん
！ 

ラ
ラ
バ
イ 

ラ
ラ
バ
イ 

T
O
KIO

ラ
ラ
バ
イ 

 

令
和
の
子
守
は
唄
っ
て
ば
か
り
じ
ゃ
い
ら
れ
な
い 

背
中

せ

な

の
コ
ド
モ
が
泣
い
て
い
る 

黙
っ
て
大
声
で
泣
い
て
い
る 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

そ
の
日 

 
 

野
口
幸
雄 

 

そ
の
日 

神
戸
市
立
長
田
工
業
高
校 

被
災
さ
れ
た 

住
民
が
押
し
寄
せ
た
の
で
校
長
先
生
が
開
門
さ
れ
ま 

し
た 

避
難
所
に
は
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん 

災
害 

対
策
本
部
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た 

一
日
過
ぎ
二
日 

経
ち 

住
民
に
不
安
や
不
満
が
募
っ
て
い
き
ま
し
た 

 

「
み
な
さ
ー
ん 

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま 

た 

も
う
大
丈
夫
で
す 

ご
要
望
を
何
で
も
言
っ
て 

く
だ
さ
い
」
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
は
ど
な
る
よ
う
に
学
校 

中
を
駈
け
ず
り
回
り
ま
し
た 

 

水
が 

毛
布
が 

懐
中
電
灯 

子
供
の
オ
ム
ツ
が
欲 

し
い
要
望
が
ど
ん
ど
ん
出
さ
れ
ま
し
た 

事
務
長
さ 

ん
と
災
害
対
策
本
部
に
実
情
報
告 

物
品
を
受
け
取 

り
急
い
で
引
き
返
し 

そ
の
日
か
ら
学
校
に
泊
ま
り 

込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た 

 

ト
イ
レ
が
流
せ
な
い
（
こ
れ
に
は
困
り
ま
し
た
）
こ 

の
学
校
に
は
長
年
使
わ
れ
て
い
な
い
井
戸
が
あ
り
先 

生
方
が
水
を
汲
み
上
げ
れ
る
よ
う
に
し
て
く
れ
ま
し 

た 

マ
ン
ホ
ー
ル
を
開
け
て
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
も
作 

っ
て
く
れ
ま
し
た 

さ
す
が
工
業
高
校
で
す 

 

私
は
た
っ
た
二
～
三
日
寝
て
い
な
い
だ
け
で
頭
も
身 

体
も
動
き
ま
せ
ん 

一
度
自
宅
に
返
し
て
も
ら
え
る 

事
に
な
り
ま
し
た 

自
転
車
で
の
帰
り
道
支
援
物
質 

を
積
ん
だ
車
と
す
れ
違
い
ま
す 

気
持
ち
が
た
か
ぶ 

っ
て
い
る
の
か
涙
が
出
て
き
て
と
ま
ら
な
い 

 

爆
睡
し
ま
し
た 

何
時
間
寝
て
い
た
か
解
り
ま
せ
ん 

学
校
に
戻
り 

体
育
館
や
教
室
の
場
所
ご
と
に
世
話 

役
を
募
り
自
治
組
織
を
作
り
ま
し
た 

こ
れ
で
支
援 

物
資
の
運
搬 

配
布
が
ス
ム
ー
ズ
に
出
来
る
よ
う
に 

な
り 

や
っ
と
普
通
の
避
難
所
に
な
り
ま
し
た 

 

テ
レ
ビ
が
体
育
館
で
の
成
人
式
を
放
映
し
て
い
ま
す 

「
あ
っ 

地
震
！
」
咄
嗟
に
身
体
が
固
く
な
り
ま
す 

妻
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
ー
を
使
っ
て
い
る
揺
れ
で 

し
た 

あ
の
日
か
ら
二
十
五
年
も
経
っ
て
い
る
と
い 

う
の
に 
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■
他
団
体
会
報
・
詩
書 

 

（
２
０
２
０
年
６
～
１
０
月
） 

す
ず
か
け 

６
・
７
・
８
・
９
・
１
０
・
１
１
月
号
（
兵
庫
県
芸
術

文
化
協
会
） 

宮
城
県
詩
人
会
会
報
第
３
１
号
（
８
竹
内
英
典
） 

兵
庫
県
歌
人
ク
ラ
ブ
会
報
第
２
０
３
号 

（
安
藤
直
彦
） 

福
井
県
詩
人
懇
話
会
会
報
１
０
３
号
（
渡
辺
本
爾
） 

長
野
県
詩
人
協
会
会
報
Ｎ
ｏ
・
１
４
４
・
１
４
５
（
和
田
攻
） 

中
日
詩
人
会
会
報
Ｎ
ｏ
・
１
９
８
・
１
９
９
（
古
賀
大
助
） 

埼
玉
詩
人
会
会
報
第
９
３
号
・
号
外
（
北
畑
光
男
） 

い
し
か
わ
詩
人
会
会
報
４
９
号
（
米
村
晋
） 

関
西
詩
人
協
会
会
報
第
９
８
号
・
９
９
号
（
佐
子
真
由
美
） 

い
ち
ご
通
信
（
大
分
県
詩
人
連
盟
会
報
）
第
２
７
号
（
河
野
） 

岡
山
県
詩
人
協
会
だ
よ
り
Ｎ
ｏ
・
２
９
・
３
０
（
斎
藤
恵
子
） 

群
馬
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報
Ｎ
ｏ
・
３
１
４
（
佐
伯
圭
） 

茨
城
健
詩
人
協
会
会
報
Ｎ
ｏ
・
３
０
（
硲
杏
子
） 

岐
阜
県
詩
人
会
会
報
第
１
５
号
（
天
木
三
枝
子
） 

秋
田
県
現
代
詩
人
協
会
会
報
第
６
２
号
（
横
山
仁
） 

千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ
会
報
Ｎ
ｏ
・
２
５
０
・
２
５
１
（
根
本
明
） 

福
島
県
現
代
詩
人
会
会
報
第
１
２
３
号
（
齋
藤
貢
） 

詩
界
通
信
９
１
号
・
９
２
号
（
北
岡
淳
子
） 

日
本
現
代
詩
人
会
報
Ｎ
ｏ
・
１
５
９
・
１
６
０
（
山
田
隆
昭
） 

宮
崎
県
詩
の
会
会
報
４
６
号
（
谷
元
益
男
） 

詩
の
ひ
ろ
ば
第
１
１
号
（
関
西
詩
人
協
会 

名
古
き
よ
え
） 

紙
上
詩
画
展
第
３
０
回
２
５
周
年
記
念
（
関
西
詩
人
協
会
） 

モ
デ
ラ
ー
ト
５
０
（
岡
崎
葉
） 

交
野
が
原
８
８
（
金
堀
則
夫
） 

弦
７
８
（
渡
辺
宗
子
） 

フ
ラ
ジ
ャ
イ
ル
第
９
号
（
柴
田
望
） 

詩
が
開
く
未
来 

日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
７
０
周
年
記
念
冊
子 

中
四
国
詩
集
・
２
０
２
０
（
中
四
国
詩
人
会 

川
辺
真
） 

日
本
現
代
詩
人
会
創
立
７
０
周
年
記
念
事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト 

ふ
く
い
県
詩
祭
ｉ
ｎ
三
国
記
録
詩
集
ふ
く
い
２
０
２
０
・
３
６
集 

（
福
井
県
詩
人
懇
話
会
） 

青
森
県
詩
人
連
盟
会
報
４
９
号
（
藤
田
晴
央
） 

青
森
県
詩
集
・
青
森
２
０
２
０
（
藤
田
晴
央
） 

『
愛
を
待
つ
』
岡
崎
葉
（
ウ
イ
ン
グ
出
版
） 

中
四
国
詩
人
会 

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（
中
四
国
詩
人
会
） 

２
０
２
０
年
間
詩
集
（
徳
島
現
代
詩
協
会
） 

 

■
会
員
の
発
行
書 

 

（
２
０
２
０
年
６
～
１
０
月
） 

『
カ
ツ
ベ
ン 

詩
村
映
二
詩
文
』
季
村
敏
夫
編
（
み
ず
の
わ
出
版
） 

「
止
ま
り
木
」
増
田
ま
さ
み
句
集
（
霧
工
房
） 

『
朗
読
詩
集 

か
な
し
み
の
祭
り
』C

D

玉
川
侑
香 

『
吹
き
抜
け
た
時
』
辻
岡
真
紀
子
（
澪
標
） 

『
倉
橋
健
一
の
詩
を
繙
く 

私
の
読
書
ノ
ー
ト
か
ら
』 

 

牧
田
榮
子
（
澪
標
） 

全
国
川
柳
作
家
年
鑑
第
６
５
回
（
ふ
あ
う
す
と
川
柳
社
） 

 

■
会
員
の
詩
誌
・
個
人
誌
（
２
０
２
０
年
６
～
１
０
月
） 

表
情 

西
宮
文
芸
誌
第
２
９
号
（
西
宮
文
芸
協
会
） 

R
I
VI
ER
E

１
７
１
・
１
７
２
（
永
井
ま
す
み
） 

現
代
詩
神
戸
２
６
９
・
２
７
０
（
三
宅
武
） 

別
嬢
１
１
２
（
高
橋
夏
男
） 

鶺
鴒
１
４
（
江
口
節
） 

時
刻
表
第
８
号
（
た
か
と
う
匡
子
） 

あ
む
の
木
通
信
１
３
６
・
１
３
７
・
１
３
８
（
福
永
祥
子
） 

遥 

２
号
（
和
比
古
） 

E
D
GI
NG

４
６
・
４
７
（
寺
田
操 

C
o
nt
ra
lt
o
 
N
o

・
４
２
（
坂
東
里
美
） 

い
ち
ば
ぎ
ゃ
ら
り
い
侑
香
７
月
（
玉
川
侑
香
） 

プ
ラ
タ
ナ
ス
６
６
号
（
玉
川
侑
香
） 

 

■
会
員
の
動
静 

 

◇
時
里
二
郎 

兵
庫
県
文
化
賞
受
賞 

 

多
彩
で
し
な
や
か
な
こ
と
ば
と
精
巧
な
文
体
で
独
自
の
世
界
を
構 

築
。
平
成
３
１
年
に
詩
集
『
名
井
島
』
で
高
見
順
賞
・
読
売
文
学
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
贈
呈
式 

十
一
月
十
日
（
於
）
兵
庫
県
公
館 

  

◇
「
足
立
卷
一
と
戦
後
大
阪
」
現
代
詩
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
神
戸 

 

報
告
者
／
た
か
と
う
匡
子
・
季
村
敏
夫 

 

２
０
２
０
年
１
１
月
７
日(

土)

神
戸
女
子
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー 

 

■
退
会 

植
村 

孝
、
谷
部
良
一 

 

■
新
入
会
員
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い 

兵
庫
県
現
代
詩
協
会
は
詩
に
関
す
る
幅
広
い
行
動
を
行
っ
て
お

り
読
書
会
や
文
学
紀
行
な
ど
お
互
い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

詩
を
愛
す
る
集
い
の
場
と
し
て
新
た
な
つ
な
が
り
に
参
加
希
望
の

方
を
求
め
て
い
ま
す
。 

入
会
申
込 

神
田
さ
よ 

℡ 

０
７
９
８-

５
３-

０
６
８
６ 

 

■
会
計
よ
り 

今
年
度
の
会
費
は
会
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
円
滑
に
納
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
未
納
の
方
は
恐
れ
入
り
ま
す

が
、
納
入
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
年
会
費
は
四
千
円
で
す
。 

振
替
口
座 

０
０
９
２
０
・
９
・
１
１
１
２
４
３ 

口
座
名 

兵
庫
県
現
代
詩
協
会 

 
 
 
 

（
担
当
：
玉
川
侑
香
） 

 

■
事
務
局
よ
り 

会
員
発
行
の
著
書
・
詩
誌
な
ど
の
出
版
物
は
事
務
局
へ
お
送
り

下
さ
い
。
詩
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
案
内
、
会
員
の
動
静
も
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
連
絡
先 

山
本
眞
弓
。 

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
//
h
y
og
o
p
oe
t
s
tr
y
.
sak

u
r
a
.
ne
.
j
p/
 
ma
i
n
/

の

充
実
を
図
る
た
め
に
エ
ッ
セ
イ
・
評
論
の
投
稿
も
歓
迎
で
す
。
連

絡
先:

北
野
和
博 

 s
or
an
oh
it
oj
p@
y
ah
oo

.c
o.
jp 

 

■
担
当 

兵
庫
県
現
代
詩
協
会
事
務
局
《
山
本
眞
弓
》 

〒6
5
1-
00
91

神
戸
市
中
央
区
若
菜
通
６-

４-

１
５-

２
０
３ 

 

℡ 

０
７
８-

２
４
１-

３
０
８
６ 

会
計
《
玉
川
侑
香
》
℡ 

０
７
８-

３
６
１-

１
３
３
４ 

 

会
報
編
集
《
和
比
古
》
℡ 

０
７
９
８-

７
２-

９
３
０
８ 

印
刷
《
遊
文
舎
》
〒5

3
2
-0
01
2 

大
阪
市
淀
川
区
木
川
東
４-

１
７-

３
１ 

℡ 

０
６-

６
３
０
４-

９
３
２
５ 


